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伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
内
に
お
い
て
、
平

成
十
八
年
度
か
ら
京
奈
和
自
動
車
道
建
設

に
伴
う
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
西に

し
い
ぶ
り

飯
降
Ⅱ
遺
跡
で
は
、
昨
年
度
は

六
六
〇
〇
㎡
、
今
年
度
は
六
八
〇
〇
㎡
（
合

計
一
三
四
〇
〇
㎡
）
の
発
掘
調
査
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
年
に
わ
た
る
調
査

で
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
古
代
の
生
活

の
痕
跡
が
密
集
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
、
調

査
地
が
当
時
の
集
落
の
中
心
部
分
に
当
た
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
中
期
（
約
二
〇
〇
〇
年
前
）
に

は
、
集
落
域
の
東
端
と
西
端
に
溝
が
あ
り
、

溝
と
溝
の
間
隔
は
約
一
六
〇
ｍ
あ
り
ま
す
。

集
落
域
に
は
円
形
の
竪た

て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ

穴
住
居
が
二
〇
棟
以

上
あ
り
ま
す
。
竪
穴
住
居
は
大
き
い
も
の
で

は
直
径
一
〇
ｍ
ほ
ど
あ
り
、
中
央
に
は
炉
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
端
の
溝
に
は

大
量
の
土
器
が
投
げ
捨
て
ら
れ
て
お
り
、
ほ

か
に
当
時
の
石
製
の
稲
刈
り
具
や
武
器
も
出

土
し
て
い
ま
す
。

　

古
墳
時
代
前
期
（
約
一
七
〇
〇
年
前
）
の

竪
穴
住
居
は
二
〇
棟
以
上
あ
り
、
こ
の
時
期

の
集
落
は
南
東
方
向
に
広
が
る
よ
う
で
す
。

　

古
墳
時
代
中
期
〜
後
期
（
約
一
六
〇
〇
〜

一
五
〇
〇
年
前
）
の
竪
穴
住
居
は
一
〇
〇
棟

余
り
あ
り
ま
す
。
竪
穴
住
居
は
一
辺
四
〜
五

ｍ
の
方
形
で
、
北
側
か
東
側
に
カ
マ
ド
を
設

け
る
も
の
が
多
い
で
す
。

　

奈
良
時
代
（
約
一
三
〇
〇
年
前
）
は
、
数

多
く
の
掘
立
柱
建
物
が
あ
り
、
硯

す
ず
り
が
出
土
し

た
こ
と
か
ら
役
所
的
な
性
格
を
も
つ
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
、
西

飯
降
Ⅱ
遺
跡
は
地
域
の
中
心
的
な
集
落
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
場
所
が
立

地
・
居
住
性
な
ど
の
点
か
ら
大
き
な
意
味
が

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
紀
ノ
川
上
流

域
の
大
規
模
な
集
落
の
様
子
が
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、
和
歌
山
の
歴
史
を
考
え
る

う
え
で
重
要
な
発
見
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

 　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
昌
則
・
冨
永
里
菜
）

遺跡の位置と調査区配置図
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弥
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〜
古
墳
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代
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大
集
落
の
発
見１:　８区東半全景　南西から

２:　９区西半全景　南から  
３:　９区東半全景　南東から
４:　８区弥生時代の竪穴住居　
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重し
げ
き行
遺
跡
は
、
分
布
調
査
・
試
掘
調
査
に

よ
っ
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
す
。

　

調
査
地
は
、
紀
の
川
市
重
行
で
、
広
域
農

道
橋
本
・
岩
出
線
と
県
道
泉
佐
野
・
打
田
線

の
交
差
点
南
側
で
す
。
現
在
は
北
か
ら
南
へ

と
三
段
の
雛

ひ
な
だ
ん
じ
ょ
う

壇
状
の
水
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

和
泉
山
脈
か
ら
南
流
す
る
佐
川
に
よ
る
谷

の
西
側
の
低
位
段
丘
面
に
遺
跡
は
立
地
し
ま

す
。
重
行
遺
跡
か
ら
西
北
西
の
山
麓
で
は
磨

製
石
斧
や
、
石
鏃
、
石
錐
な
ど
の
縄
文
時
代

の
石
器
が
見
つ
か
っ
た
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。

中
世
に
は
、
城
館
跡
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
は
平
成
二
〇
年
十
一
月
か
ら
始

ま
り
、
約
四
〇
〇
〇
㎡
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
遺
構
は
県
道

東
側
の
Ａ
区
で
は
、
殆
ど
が
鎌
倉
・
室
町
時

代
の
も
の
で
、
土
坑
、
溝
、
柱
穴
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
県
道
西
側
の
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
区
で
も
、

土
坑
、
溝
、
掘
立
柱
建
物
、
石
垣
な
ど
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
石
垣
で
区
画
さ

れ
た
中
世
の
屋
敷
地
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｃ
区
で
は
弥
生
時
代
中
期
（
二
一
〇
〇
年
前
）

の
竪
穴
住
居
を
一
棟
検
出
し
ま
し
た
。
大
き
さ

は
直
径
約
八
・
四
ｍ
で
、
中
央
に
炉
、
壁
の
内
側

で
十
三
本
の
柱
跡
を
見
つ
け
ま
し
た
。
壁
溝
が

二
重
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
竪
穴
住
居
は

建
替
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

遺
物
で
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
中
世

の
金
属
製
品
の
破
片
が
二
点
出
土
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
青
銅
製
の
鏡
で
、
日
本
で
作
ら
れ
た

「
和
鏡
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。
和
鏡
は
破
片

で
、
小
型
の
も
の
で
す
。

　

他
の
一
つ
は
飾
り
金
具
の
一
種
と
考
え
ら
れ
、

青
銅
に
金
メ
ッ
キ
を
施
し
た
も
の
で
、
両
面
に

は
五
三
の
桐き

り
の
も
ん紋
が
陰い
ん
こ
く刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
桐
紋

は
当
時
、高
貴
な
「
紋
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

貴
重
な
飾
り
金
具
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

元
々
こ
の
低
位
段
丘
面
に
は
弥
生
時
代
中
期

か
ら
人
々
が
定
住
し
、
中
世
に
整
地
な
ど
で
大

き
く
改
変
さ
れ
た
た
め
、
古
い
遺
構
の
殆
ど
が

削
平
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
伯
和
也
・
尾
藤
徳
行
）
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を
削
平
・
盛
土
し
、
今
の
大
広
間
部
分
に
存
在

し
た
前
身
建
物
（
第
１
期
）、
そ
の
建
物
の
北
側

を
拡
張
し
た
平
面
の
第
２
期
、
現
状
と
同
規
模

平
面
の
前
身
建
物
（
第
３
期
）
と
続
き
ま
す
。

　
「
土
室
」
は
現
状
建
物
と
同
時
期
に
造
ら
れ
、

二
度
の
改
変
を
受
け
て
お
り
（
写
真
２
）、
そ

の
い
ず
れ
も
が
天
井
の
痕
跡
と
も
対
応
し
ま

す
。
こ
の
他
、
持じ
ふ
つ仏

の
間
で
は
、
現
状
建
物
の

地
鎮
具
（
賢け

ん
び
ょ
う瓶

と
土
師
皿
）
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
（
写
真
３
）。　
　
　
　
　
　
（
下
津
健
太
朗
）

文
化
財
建
造
物
課 

短
信

写真１　大広間床下の前身建物遺構

写真２　「土室」の礎石群と変遷

図１　発掘調査箇所

写真３　地鎮具「賢瓶」

　

金こ
ん
ご
う
さ
ん
ま
い
い
ん

剛
三
昧
院
の
修
理
工
事
で
は
現
在
、
建
物

軸
部
の
建
て
起
こ
し
、
柱
足あ

し
も
と元

の
根
継
ぎ
、
と

い
う
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
で
床ゆ
か
ぐ
み組

を
解
体
し
、
床
下
の
清

掃
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
地
表
面
に
現
在
の
建
物

が
建
て
ら
れ
る
以
前
の
建
物
（
以
下
「
前ぜ
ん
し
ん身

建

物
」
と
呼
称
）
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
礎そ

せ
き石

（
柱
下
に
据
え
ら
れ
る
石
）
の
抜
き
取
り
穴
を

発
見
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。
ま
た
、
前
号
で

も
触
れ
ま
し
た
が
、
土つ
ち
む
ろ室

の
間
と
呼
ぶ
部
屋
に

は
「
土
室
」
と
い
う
炉
が
存
在
し
た
こ
と
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
建
て
起
こ
し
作
業
に
先
駆
け
て
、

建
物
下
の
地
盤
が
ど
の
様
に
築ち
く
せ
い成

さ
れ
た
の

か
、現
状
建
物
と
「
土
室
」
の
関
係
（
変
遷
な
ど
）

に
つ
い
て
把
握
す
る
為
に
、
発
掘
調
査
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

地
盤
面
の
観
察
で
得
た
知
見
を
基
に
、
図

１
の
通
り
、
東
西
・
南
北
方
向
の
ト
レ
ン
チ

（
試し
く
つ
こ
う

掘
溝
、
幅
三
〇
㎝
）
を
設
定
し
、
地
盤
の
築

成
状
況
や
礎
石
の
据
付
状
況
を
調
査
し
た
結
果
、

四
時
期
の
地
盤
面
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
山
裾



紀ノ川流域の古代寺院

　
　今回は名草郡の寺院について触れることにします。名草郡には法隆寺西院系の瓦を持つ山
口廃寺、上野廃寺、直

のうがわ

川廃寺と川原寺系の瓦を持つ薬
やくしょうじ

勝寺廃寺などの寺院が存在しています。

このほか太田・黒田遺跡からも法隆寺西院系軒瓦が出土しています。なぜ、この遺跡から出

土するのかはいまのところ謎です。

　名草郡で中心的な寺院は、上野廃寺で東西両塔を備えた紀伊においては唯一のものです。

わが国ではじめて塔を２基備えたのが本薬師寺であり、この双
そうとう

塔式
しき

伽
が ら ん

藍配
は い ち

置を薬師寺式伽藍

配置と呼称していることから、紀伊の薬師寺と呼ばれています。

　上野廃寺の軒平瓦は均
きんせいにんとうからくさもんよう

整忍冬唐草文様の法隆寺西院系の瓦です。法隆寺西院は、天智天皇

九年（670）に焼失した法隆寺を再建したものです。上野廃寺の瓦もそうですがもう一つ注

目されるのが「隅
すみきふたがわら

木蓋瓦」の存在です。「隅木蓋瓦」というのは、屋根の四隅を支える隅木

の先端を保護する道具瓦のことです。この隅木蓋瓦は山口廃寺・直川廃寺でも見つかってい

ます。デザインが法隆寺金堂の雲
くもがたときょう

型斗拱とそっくりであるといわれています。名草郡の各寺

院の造営と再建法隆寺の造寺活動との密接な関連を伺わせる事柄といえます。

　ついで名草郡では唯一の川原寺系の軒瓦を持つ薬勝寺廃寺の話をします。この廃寺が有名

なのは、仏教説話『日
にほ ん り ょ う い き

本霊異記』中巻第三十二話に収められた「聖武天皇の世、名草郡三上

村では、「知識」を結び、薬王寺（勢多寺）のために財物を持ち寄り、それを岡
お か だ す ぐ り お ば め

田村主姑女に

預けて酒を造り、それによって得た利益を「薬分」の費用にあてていた」という記述からです。

　三上村の人々が財物を岡田村主姑女と呼ばれる酒造業者に貸し付け、利息とともに元本を

回収する「高利貸」を行っていたのです。このような高利貸は「出
す い こ

挙」と呼ばれ、寺院の多

くが行っていたようです。この記述によって当時の寺院の活動の一端を知ることができます。

いつの世にも高利貸しはいたようです。

名草郡の瓦（『北山廃寺発掘調査報告書』1996   貴志川町教育委員会より）

上　

野　

廃　

寺

山　

口　

廃　

寺

直　

川　

廃　

寺

薬　

勝　

寺　

廃　

寺

上野廃寺隅木蓋瓦



　　　

今
回
は
和
歌
山
市
加か

だ太
に
あ
る
加
太
春
日
神
社
の
脇わ

き

障し
ょ
う
じ子

彫
刻
「
黄お

う

石せ
き
こ
う公

と

張ち
ょ
う
り
ょ
う

良
」で
す
。
馬
上
の
黄
石
公
が
橋
を
渡
っ
た
と
き
に
靴
を
川
に
落
と
し
ま
す
。

そ
れ
を
張
良
が
川
か
ら
拾
い
上
げ
た
と
き
の
光
景
で
す
。
こ
れ
は
古
代
中
国
の

物
語
で
、
黄
石
公
は
兵
法
の
大
家
。
張
良
は
志
を
持
っ
た
若
き
政
治
家
。
こ
の

時
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、
張
良
は
兵
法
の
奥
義
を
授
か
り
、
劉り
ゅ
う
ほ
う邦

の
軍
師

と
し
て
漢
王
朝
の
成
立
に
活
躍
し
た
、
と
い
う
出
世
物
語
の
一
場
面
で
す
。

　

加
太
春
日
神
社
は
慶
け
い
ち
ょ
う長

元
年(
一
五
九
六)

当
時
紀
州
を
支
配
し
た
豊
臣
秀

長
の
家
臣
桑く
わ
や
ま山

重し
げ
は
る晴

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
戦
乱
続
く
下
剋
上
の
世

に
、
張
良
の
様
な
軍
略
に
長
け
た
参
謀
は
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
秀
長
の
腹
心
で
和
歌
山
城じ
ょ
う
だ
い

代
に
任
じ
ら
れ
た
重
晴
は
、
こ
の
脇
障

子
彫
刻
の
張
良
に
自
分
自
身
の
生
き
方
を
写
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
鳴
海
祥
博
）

　

弥
生
。
春
、
三
月
の
異
称
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
の
言
葉
が
冠
さ
れ
た
せ

い
か
、
弥
生
時
代
は
、
前
時
代
の
縄
文
時
代
に
く
ら
べ
る
と
、
な
に
か
華

や
ぎ
、
明
る
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
の
弥
生
時
代
が
、
と
く
に
そ
の
始
ま
り
の
年
代
が
、
今
大
き
く
揺
れ

動
い
て
い
る
。
弥
生
時
代
の
開
始
は
、
概
ね
紀
元
前
三
〇
〇
年
頃
と
い
う

の
が
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
だ
ろ
う
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
平
成
十
四
年
、
先
端
科
学
の
分
野
か
ら
衝
撃
的
な
年

代
観
が
提
示
さ
れ
た
。
板い
た
つ
け付

Ⅰ
式
と
呼
ば
れ
る
弥
生
時
代
前
期
の
土
器
に

付
着
し
た
炭
化
物
を
使
い
、
Ａ
Ｍ
Ｓ
と
呼
ば
れ
る
炭た
ん
そ
ね
ん
だ
い
そ
く
て
い
ほ
う

素
年
代
測
定
法
を
用

い
て
導
き
出
し
た
年
代
だ
。
そ
の
結
果
は
紀
元
前
八
〇
〇
年
。
従
来
の
見

解
を
大
き
く
五
〇
〇
年
近
く
も
さ
か
の
ぼ
る
。

　

考
古
学
側
の
弥
生
時
代
の
暦
年
代
は
、
土
器
型
式
の
変
遷
と
こ
れ
に
伴

う
紀
年
銘
資
料
な
ど
を
基
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
き
た
。
長
い
間
の
研

究
成
果
で
あ
る
。
そ
れ
が･･･

。
た
だ
、
今
の
と
こ
ろ
確
定
し
た
も
の
で

は
な
い
し
、
む
し
ろ
考
古
学
の
方
か
ら
は
反
論
の
方
が
多
い
。

　

も
っ
と
も
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
、
ち
ょ
う
ど
五
〇
年
前
、
縄
文

時
代
の
開
始
年
代
を
巡
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
。
縄
文
時
代
の
始
ま
り
は
、

三
千
年
前
と
考
え
ら
れ
て
い
た
中
で
、
夏な
つ
し
ま島

貝
塚
か
ら
出
た
炭
化
物
を
ミ

シ
ガ
ン
大
学
が
分
析
し
た
結
果
、九
千
年
前
と
出
た
。
そ
の
結
果
に
対
し
、

神
武
東
征
の
ご
と
き
世
迷
言
と
反
論
し
た
の
は
考
古
学
者
だ
っ
た･･･

。

　

現
在
、
縄
文
時
代
の
開
始
は
少
な
く
と
も
一
万
五
千
年
は
前
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
動
き
が
春
の
嵐
と
な
る
の
か
否
か
。
た
ゆ
た
う
陽
光
の
中
で
、

い
ま
弥
生
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
村
田　

弘
）

建
築
彫
刻
の
話 

　
④     

発
掘
屋
余
話
　
④
　
弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り　

加太春日神社　脇障子
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日　時：平成 21 年 3 月 21 日（土）午後 1 時 30 分～午後４時
場　所：かつらぎ総合文化会館ＡＶホール
主　催：（財）和歌山県文化財センター　http://www.wabunse.or.jp/
後　援：かつらぎ町教育委員会
遺物展示
　期　間：平成 21 年 3 月３日（火）～ 3 月 21 日（土）
　場　所：かつらぎ総合文化会館展示ホール

　第一部「鹿の描かれた時代～紀ノ川流域の弥生時代～」
　第二部「牛が家にいた頃－和歌山の農具－」 
期　間：平成 21 年 1 月 24 日（土）～ 3 月 15 日（日） 
主　催：県立紀伊風土記の丘　http://www.kiifudoki.wakayama-c.ed.jp/

期　間：平成 21 年３月 14 日（土）～４月 19 日（日）
主　催：和歌山県立博物館　http://www.hakubutu.wakayama-c.ed.jp/
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　　高野町高野山 425　
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　中飯降遺跡発掘調査事務所
　　℡：0736(22)2534
　県指定史跡水軒堤防発掘調査事務所
　　℡：090(3276)8475
　北山廃寺・北山三嶋遺跡発掘調査事務所
　　℡：0736(64)2299

　
　　和歌山市新在家 61 番地の４
　　℡：073（472）3710


